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「山梨らしさ」評価モデル*

• 県内外900名を対象としたウェブ調査結果を基に作成
 風景画像の「山梨らしさ」を0-1のスコアとして評価

• 評価時の評価モデルの注目領域を可視化

「山梨らしさ」評価モデル概略
* 串田賢一，秋本梨恵，佐藤博紀，中村卓，郷健太郎，木下雄一郎 他，”山梨県固有のデザインソースの集積と「山梨らしさ」
を付加価値とした製品等の開発に関する研究”，山梨県総合理工学研究機構研究成果報告書, 2024.

評価モデルの説明性向上

学習に用いる画像の検証

課題

• 評価モデルの説明性向上
• 学習に用いる画像の検証

1. 人の注目領域の収集，学習データ作成
• 当所職員（県内在住者）の「山梨らしさ」判断

時の注目領域を収集し，マップデータを作成
• 収集したマップデータを学習データに加工

2. 教師データに1.のデータを追加して学習を
行い，モデルを構築

研究の目的

人の注目領域を反映させた「山梨らしさ」
評価モデルを構築

注目度の高さは
赤 > 緑 > 青 > 黒

対象画像 人の判断時の注目領域 マップデータ

• 「評価モデルの注目領域」と「人の注目
領域」に齟齬
 共感が得られないため，説明性に乏しい

• 学習に適した画像の検証が必要
 使用する画像によっては，人による評価との

乖離が発生するおそれ

人の注目領域に近くなり，評価モデルの
説明性が向上

を実施

評価画像 人の注目領域
（学習データ）

反映前
（改良前）

反映後
（改良後）

• YOLOで風景画像の構成要素と範囲を解析
 山，木，花，建物，富士山 など

• 画像加工で構成要素を変更した際のスコアや
注目領域の変化を調査

構成要素
・空 ・山
・木 ・花

注目領域

（次年度）

山⇒富士山
（1.000）

ひまわり⇒バラ
（0.710）

ひまわり畑
（0.881）

風景画像の注目領域の出力結果

同じ花や山でも，違う物体になるとスコア
や注目度合が変化

• 評価モデルの評価
• 県外在住者の注目領域の収集・学習
• 学習の大規模化

• 変化が大きい要素の検証
• 検証を基に適切な学習画像を選定

人の注目領域の収集

画像を
一部加工

YOLO
で解析

構成要素の変更による評価の変化
（括弧内はスコア，加工後の右図は注目領域）

（次年度）


